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　　　　　　   特集　　
   鈴木市長 所信表明

②
支
え
合
い
の
地
域
福
祉
の
推
進
と
し
て

　
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
な
ど
へ

の
支
援
の
た
め
、
子
ど
も
食
堂
や
フ
ー
ド

バ
ン
ク
等
に
取
り
組
む
団
体
へ
の
助
成
金

の
拡
充
を
図
る
ほ
か
、
生
理
用
品
の
配
布

や
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
若
者
や
女
性
の
力
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
と
し
て

　「
燕
ジ
ョ
イ
活
動
部
」、「
燕
市
役
所
ま

ち
あ
そ
び
部
」
を
は
じ
め
と
す
る
若
者
た

ち
の
主
体
的
な
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
全

国
に
誇
れ
る
事
例
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い

き
ま
す
。　

　

ま
た
、
仕
事
と
子
育
て
が
両
立
で
き
る

職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
企
業
を
認

定
・
助
成
す
る
制
度
の
拡
充
を
図
る
な

ど
、
女
性
を
含
む
多
様
な
人
材
が
活
躍
で

き
る
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑶
交
流
・
応
援
（
燕
）
人
口
増
戦
略

　
次
に
、
第
３
の
戦
略
、
燕
を
訪
れ
た
い
、

応
援
し
た
い
と
思
う
人
を
増
や
す
「
交

流
・
応
援
（
燕
）人
口
増
戦
略
」
に
お
い

て
は
、

①
観
光
の
振
興
と
し
て

　
産
業
史
料
館
を
核
と
し
た
教
育
・
体
験

旅
行
の
誘
致
を
図
る
と
と
と
も
に
、
大
河

津
分
水
イ
ン
フ
ラ
ツ
ア
ー
な
ど
、
新
た
な

着
地
型
観
光
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
の
駅
国
上
で
は
、
新
た
な
指

定
管
理
者
の
下
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
フ
ー
ド

コ
ン
テ
ナ
な
ど
新
規
客
層
を
呼
び
込
む
た

め
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
す
。

②
燕
市
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
と
し
て

　
大
河
津
分
水
通
水
１
０
０
周
年
を
契
機

に
、
テ
レ
ビ
番
組
の
誘
致
に
加
え
、
各
種

メ
デ
ィ
ア
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
燕
市
の
産

業
や
歴
史
、
文
化
な
ど
の
魅
力
を
市
内
外

へ
効
果
的
・
戦
略
的
に
発
信
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
全
天
候
型
子
ど
も
遊
戯
施
設
を

対
象
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ

る
さ
と
納
税
を
実
施
す
る
な
ど
、
引
き
続

き
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ふ
る
さ
と
納
税

獲
得
を
目
指
し
て
取
組
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

⑷ 

都
市
環
境
の
整
備

　
次
に
、
第
４
の
戦
略
、
３
つ
の
人
口
増

戦
略
を
支
え
る
都
市
環
境
の
整
備
に
お
い

て
は
、新
浄
水
場
や
安
全
な
道
路
網
の
整

備
と
公
共
交
通
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
総
合
的
な
空
き
家
対
策
と
ま
ち
な
か

居
住
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
１
１
６
号
吉
田
バ
イ
パ

ス
、
国
道
２
８
９
号
燕
北
バ
イ
パ
ス
の
早

期
整
備
に
向
け
て
、
国
・
県
へ
の
働
き
か

け
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化

炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
と

し
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」の
宣
言
・
公
表
を
行

う
と
と
も
に
、そ
の
実
現
に
向
け
て
大
規

模
公
園
等
へ
の
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

の
整
備
や
舘
野
最
終
処
分
場
跡
地
へ
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
誘
致
、
小
型
風
力
発

電
導
入
実
現
可
能
性
調
査
の
実
施
な
ど
に

取
り
組
み
、脱
炭
素
社
会
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
。

⑸
行
財
政
改
革

　
も
ち
ろ
ん
、
行
財
政
改
革
も
大
切
で

す
。
３
期
目
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
や
る
ぞ
！

燕
」
の
真
価
を
発
揮
さ
せ
、
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
充
実
、
住
民

票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
開
始
な

ど
デ
ジ
タ
ル
市
役
所
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、「
建
物
系
公
共
施
設
保
有
量
適
正
化

計
画
」
等
に
基
づ
い
た
施
設
の
統
廃
合
や

民
間
活
力
の
導
入
、
更
に
は
受
益
者
負
担

の
適
正
化
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

以
上
、
既
に
令
和
４
年
度
当
初
予
算
編

成
の
中
で
方
向
性
を
打
ち
出
し
て
い
る
新

規
・
拡
充
事
業
に
つ
い
て
申
し
述
べ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
今
年
度
、
第
３

次
総
合
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
、
行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定
す

る
な
か
で
、「
未
来
に
つ
な
ぐ
新
た
な
地

方
創
生
」
を
推
進
す
る
政
策
の
進
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
先
日
、
４
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た

り
、
職
員
に
訓
示
を
行
い
、
あ
ら
た
め
て

仕
事
に
取
り
組
む
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
確

認
を
求
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

❶
市
民
目
線
に
立
っ
て
解
決
す
べ
き
行
政

課
題
を
発
見
し
、
独
自
施
策
を
立
案
し
て

い
く
政
策
集
団
と
な
る
こ
と
。

❷
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
大
胆
に
発
想
し
、繊

細
に
検
討
し
た
う
え
で
、コ
ス
ト
意
識
と
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
。

❸
施
策
の
必
要
性
や
目
的
、
費
用
対
効
果

な
ど
を
議
会
及
び
市
民
の
皆
様
に
分
か
り

や
す
く
説
明
し
て
い
く
仕
事
ス
タ
イ
ル
を

根
付
か
せ
る
こ
と
。

の
３
つ
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
職
員
の
意
識

改
革
や
能
力
向
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
人
材
育
成
や

組
織
の
活
性
化
は
不
断
の
努
力
が
肝
要
で

す
。

　

引
き
続
き
国
、
県
、
民
間
と
の
人
事
交

流
の
推
進
や
研
修
の
充
実
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
民
間
活
力
の
導
入
や
市
民
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
確

立
し
な
が
ら
、
私
と
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
大
き
な
政
府
で
も
な
く
、
小
さ
な
政

府
で
も
な
く
、
小
さ
い
コ
ス
ト
で
大
き
な

成
果
を
上
げ
る
「
賢
い
政
府
」
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
４
期
目
に
優
先
的
に
取
り
組
む

２
つ
の
政
策
課
題
と
組
織
運
営
の
基
本
姿

勢
に
つ
い
て
申
し
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
大
河
津
分
水
通
水
１
０
０
周

年
。
大
河
津
分
水
は
１
０
０
年
間
燕
市
を

洪
水
か
ら
守
り
、
市
民
生
活
の
安
定
と
産

業
の
発
展
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
１
０
０
年
の
安
心
は
、
先
人
た
ち

の
２
０
０
年
に
わ
た
る
挑
戦
が
あ
っ
た
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
大
河
津
分
水
を

建
設
し
た
先
人
た
ち
の
情
熱
を
受
け
継

ぎ
、
ふ
る
さ
と
燕
を
次
の
１
０
０
年
へ
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、『
深
化
！ 

進
化
！ 

真
価
！ 

輝
く

燕
』
を
合
言
葉
に
、「
日
本
一
輝
い
て
い

る
ま
ち
」
を
共
に
目
指
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

　

4
年
後
、
燕
市
は
合
併
20
周
年
を
迎
え

ま
す
。
20
歳
に
な
っ
た
燕
市
が
新
た
な

リ
ー
ダ
ー
の
も
と
で
、
よ
り
一
層
の
飛
躍

を
遂
げ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
私

は
そ
の
礎
を
つ
く
る
た
め
、
全
力
で
4
期

目
の
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

市
議
会
議
員
の
皆
様
、
市
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
所
信
表
明
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

⑵
活
動
人
口
増
戦
略

　
次
に
、第
２
の
戦
略
、地
域
の
中
で
キ
ラ

キ
ラ
輝
く
人
を
増
や
す「
活
動
人
口
増
戦

略
」に
お
い
て
は
、

①
健
康
づ
く
り
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
し
て 

　
協
定
を
締
結
し
た
民
間
企
業
と
連
携

し
、
職
域
で
の
健
康
づ
く
り
マ
イ
ス
ト
ー

リ
ー
運
動
の
普
及
に
努
め
る
と
と
も
に
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
の
整
備
や
ビ
ジ
ョ
ン

よ
し
だ
の
大
規
模
改
修
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
や
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
に
よ
る
「
ゆ
め
み
ら
い
ス
ポ
ー
ツ

教
室
」を
開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
と

希
望
を
与
え
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
意
欲
や
技

術
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

職
員
の
意
識
改
革
と

能
力
向
上

む
す
び

トップアスリートによるスポーツ教室
写真左はリオ五輪銅メダリストの奥

おく

原
はら

希
の

望
ぞみ

選手

主体的なまちづくり活動を実施する「燕市
役所まちあそび部」の企画会議

先人たちの情熱を受け継ぎ、ふるさと燕を次の１００年につなげていきます。 大河津分水路改修事業にともなう山地の堀
削や新第二床固の建設の様子


